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一般 300 円（240 円）　高校生 180 円（140 円）　小・中学生 120 円（90 円）
＊各種の入場料免除、特別割引のサービスをご用意しています。

2023 年度 4期 企画展　

　1951（昭和 26) 年以降、呉の製鉄所は半世紀以上にわたり呉の基幹産業としてまちを支えてきまし
た。2023（令和５）年９月に全設備が休止となり、呉の風景が変わろうとしています。まちのシンボル
ともなった高炉や工場群など、呉の産業景観を描いた画家・大形久典（呉市在住）の絵画作品を中心
に展示します。鉄鋼産業の発展と共に歩んだ呉の歴史を絵画と共に振り返ります。

■呉の製鉄所について

1950（昭和 25）年から工場建設に着手し、翌 1951（昭和 26）年に日亜製鋼呉工場が操業開始した。のち 1959（昭和 34）年に日本鉄板と合併し日新
製鋼となる。高炉建設を進め、生産設備能力の向上に努め、銑鋼一貫メーカーとして発展する。2020（令和２）年に日本製鉄と合併し、2023（令和５）
年９月に全設備を休止した。

■展覧会名 Technoscape in kure　鉄の記憶  製鉄所のある風景　

　　　　　　−ありがとう日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区−

■会場  蘭島閣美術館別館（広島県呉市下蒲刈町三之瀬 195）

■会期  2024（令和 6）年１月 17 日（水）〜３月 25 日（月）［開催日数：60 日］

■休館日 毎週火曜日

■開場時間 ９：00 から 17：00（入館は 16：30 まで）

■観覧料 規定の通り

■主催  公益財団法人蘭島文化振興財団

■協力  日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区、トミタ画材

■関連事業 なし

■印刷物 A４判チラシ（配布）、出品目録（配布）

■販売物 ポストカード（販売）、パンフレット（販売）

■お問合せ 公益財団法人蘭島文化振興財団　TEL：0823-65-2029（事務局）
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ーありがとう日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区ー    

製鉄所のある風景

Technoscape in kure

鉄の記憶

　蘭島閣美術館別館　担当：山崎
　〒737-0301広島県呉市下蒲刈町三之瀬195 TEL＆FAX.0823-65-2500

本資料に関するお問合せ

大形久典　「蘇った大和」　2016（平成 28）年　
キャンバス・油彩　91.0×116.8cm

プレスリリース（広報・報道用）
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■展覧会概要   1951（昭和 26) 年以降、呉の製鉄所は半世紀以上にわたり呉の基幹産業 

    としてまちを支えてきました、2023 年９月に全設備が休止となり、呉　 

    の風景が変わろうとしています。まちのシンボルともなった高炉や工場

　    群など、呉の産業景観を描いた画家・大形久典（呉市在住）の絵画作品　 

    を中心に展示します。鉄鋼産業の発展と共に歩んだ呉の歴史を絵画と共

　    に振り返ります。

■出品作家略歴  大形久典 おおがた・ひさのり

    1944（昭和 19）年、広島県呉市（倉橋町）に生まれる。高校卒業後　 

    一旦就職するが進学を志し、1969（昭和 44）年に広島商科大学（現・ 

    広島修道大学）を卒業。卒業後、呉市内の中学校、高校で英語教諭とし 

    て教職に就く。 1978（昭和 53）年、広島修道大学大学院修了。 

    2002（平成 14）年、広島大学大学院修了。退職後、非常勤講師として 

    専門学校や大学で英語を教える。現在、呉市在住。

　    英語教諭として働く傍ら、油彩画技法を洋画家・砂原久氏に学ぶ。のち 

    に彫刻に興味を持ち彫刻家・吉田正浪氏に師事する。また、アクリル画 

    の技法を洋画家・益村司氏に学ぶ。60 代に入り本格的に、広島県内の 

    各種公募展、国内展へ出品し、彫刻や絵画部門で入賞を重ねる。近年は、 

    呉市内の貴重な旧別荘を活用して運営されている翠雲現代美術館に 

    彫刻作品を出品している。現在、呉美術協会会員。新構造会員＊2020（令和２）年まで。 

    彫刻はテラコッタ（素焼き）の技法で人物像などの具象彫刻を手がける。 

    絵画は風景を主体としながら個性ある色彩構成で対象を描きだす。人間 

    の様々な営みを内包する都市景観を、独自の視点で描き出す点に特長が 

    ある。

  

■作品解説   作品「日新製鋼所 No.２」 2021（令和３）年制作、板・アクリル
    162.0×162.0cm

    
      「日新製鋼所 No.２」は 2021 年に描かれた。この年の９月に日本製鉄 
    株式会社瀬戸内製鉄所呉地区は鉄を生産するための第１高炉を休止し
　    た。（第２高炉はすでに休止）これにより、1962 年以来続いた高炉の 
    火がすべて消えた。
       呉在住の画家、彫刻家の大形久典はこの時、呉の製鉄所の休止方針を
    ニュースで知り絵筆を取った。呉に生まれ、長年親しんだ呉の風景の 
    変化を予想したからである。以降、2023 年の全設備休止までの間に、
    製鉄所を中心とした呉の産業景観を描くことに専念した。
       空に伸びる煙突とそこからもくもくと上がる煙、赤茶けた工場群は 
    呉のシンボルとして半世紀、人々と共にあった。この風景の中に多く　 
    の人々の生活があった。敷地面積143万平方メートル、その巨大な産業　 
    空間と、家々がぎっしりと山手に並ぶ光景を 162×162 センチの画面 
　    に描き込めた。まるで命の宿るもののようにあちこちから白い煙を吐 
    き出す製鉄所の光景。鉄と共に歩んだ呉の躍動感あふれる歴史がしっ 
    かりと刻まれている。
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広報・報道用　

大形久典　「日新製鋼所No.２」　
2021（令和３）年　板・アクリル　
162.0×162.0cm
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■広報用画像について 記載している作品画像（４点）を広報用に提供いたします。下記条件を 

    ご確認の上、当財団事務局（広報担当者）までご連絡の上、お手続きを 

    お願いいたします。

    ［画像の使用条件］

    ・広報用画像の掲載時には、各作品画像のキャプションをご明記下さい。

    ・トリミングは原則認めません。

    ・掲載情報の確認のため、掲載前に校正紙を当財団事務局（広報担当者）へ

    　お送り下さい。

    ・当財団の活動記録に必要となるため、掲載後日、掲載した媒体、URL、

    　番組を収録した DVD や CD などをお送り下さい。
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大形久典　「日新製鋼所No.３」　2021（令和３）年　板・アクリル　60.6×72.7cm

大形久典　「呉湾の夜明け」　2022（令和 4）年　
キャンバス・油彩　72.7×91.0cm


